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【特 別 賞】



世界トップの高殺菌・消臭分解機能製品の開発

 同社は製鉄産業を事業基盤とする企業であり、ライフサイエンス商品の開発は全くの異業種新規分野で
あったが、製鉄産業で培われた溶射技術を駆使し、光触媒を製品基材に溶射成膜することに取り組んだ。

 本製品は、平成13年度から北九州市支援の下、基礎技術開発に始まり、平成18年度から北九州発の
「産」・「学」・「官」連携プロジェクトとして製品技術開発を実施。平成20年度からは、九州経済産業局地
域資源・イノベーション創出研究開発事業として商品開発に取り組み事業化を達成した。平成23年度に
は、九州経済産業局「新連携支援事業」の認定を受け、事業展開をしている。

開発・実用化の背景、ストーリー

案件概要

■本受賞案件に関する問い合わせ

株式会社フジコー（福岡県北九州市戸畑区牧山新町４丁目３１番地）
技術開発センター 原賀 久人 E-mail：h-haraga.fujico@kfjc.co.jp TEL：093-871-0761

産業を支えるものづくり
製品・技術開発部門

● 受賞者 原賀 久人（リーダー） 他９人

● 所属企業 株式会社フジコー（福岡県北九州市）

● 企業区分 中小企業

殺菌作用のある光触媒及び抗菌金属を独自開発の溶射成膜技術でタイル・金属繊維

等に吹き付け、可視光の下で驚異的高殺菌・消臭分解機能を有する製品を開発。公共施

設のトイレや空気清浄機のフィルタ等に広く活用され、衛生的な生活空間の創出に貢献。

受賞のポイント

＜本技術を活用した製品（タイル・空気清浄機）＞

1000m/秒
500℃以下
還元雰囲気

＜スラーリー方式による超高速低温光触媒・抗菌金属ハイブリッド溶射＞

 光触媒・抗菌金属ハイブリッド溶射法は、超高速(1000m/s）、
低温（500℃以下）、還元雰囲気での溶射であり、従来法と
比べて、広く製品基材上に高緻密・高耐久、可視光応答・高
活性、高殺菌性能の光触媒成膜を可能とした。

 本光触媒は、蛍光灯照明下において、10分で生菌数10６

[CFU/mL]の高殺菌を実現。室内浮遊菌殺菌・ウイルス不活
化、難分解性ＶＯＣ環境指針値適用を実現。

 本製品の導入により、多剤耐性菌・ウイルス（ノロ、新型インフ
ルエンザﾞ）感染、院内感染（ＭＲＳＡ）、高齢者施設衛生、高
気密住宅シックハウス症候群、食品衛生等の社会的課題と
なっている生活空間の衛生・環境問題解決が期待できる。
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